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第１章 大牟田市の保健福祉事業の概要

第１節 健康福祉総合計画

＜目的・事業内容＞

本市ではこれまで、「地域福祉計画」「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」「障害者計画」「障害福祉

計画・障害児福祉計画」「健康増進計画」「食育推進計画」「自殺対策計画」を策定し、様々な施策を推進して

きた。これらの取組みにより、市民の健康寿命が伸びるとともに、地域包括ケアシステムの構築が進んでい

るが、一方で、地域において支援を必要とする人や世帯の抱える課題は複数分野にまたがるなど、対象者別・

機能別に整備された公的支援では対応が難しくなってきている状況もある。

このような中、本市で暮らす全ての人が、身体的・精神的・社会的に満たされ、より豊かに暮らすことが

できるようにするために、これまで障害や高齢、健康、食育等の分野別に進めてきた施策を見直し、分野を

横断した総合的な取組みやライフステージに応じた取組みを一体的に推進することを目的として、本市にお

ける健康福祉分野の各種計画を統合し、令和３年２月に大牟田市健康福祉総合計画を策定した。

健康福祉総合計画では、基本理念である「誰もが安心して健やかに暮らしながら、持てる力を生かし、社

会的に孤立することなく参加できる社会を実現する」を掲げ、「人が真ん中のまちづくり」を推進する。基本

目標を「一人ひとりが尊重され、安心して相談できる社会」「健康的で、住み慣れた地域で暮らし続けられる

社会」「誰もが多様なきっかけや、つながりで参加できる社会」「新たな担い手が生まれる持続可能な社会」

の４つとし、基本目標ごとに２つから４つの施策を掲げている。計画期間は令和３年度から令和８年度まで

である。当計画の策定及び進捗状況の調査審議のため、大牟田市健康福祉推進会議を設置する。

＜実 績＞

大牟田市健康福祉推進会議

第２節 地域福祉

１ 地域福祉活動の推進

（１）地域福祉計画の推進

＜目的・事業内容＞

「地域福祉」とは、誰もが住み慣れた地域で、健やかに安心して日常生活を営み、全ての人が、その人ら

しい心豊かな人生を送ることができるよう、地域住民同士や各種機関の協働により、助け合い支え合うまち

づくりを目指すことである。

令和３年度から「地域福祉計画」を含む健康福祉分野の各種計画を統合し、「大牟田市健康福祉総合計画」

を策定した。

開催日 議題

令和2年6月26日（金） ・「大牟田市健康福祉総合計画」の策定について

令和2年10月2日（金） ・「大牟田市健康福祉総合計画」素案について

令和2年11月9日（月） ・「大牟田市健康福祉総合計画」素案について

・パブリックコメントの実施について（報告）

令和3年1月25日（月） ・市民意見募集（パブリックコメント）の結果と対応について

・別冊（障害福祉編、介護保険編）について

根拠法令等 社会福祉法第４条、第１０７条 負担割合 市10/10
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① 第３次大牟田市地域福祉計画の推進

基本理念である「誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるまちづくり（人が真ん中の

まちづくり）」の実現のため、基本目標を「つながりを育む人づくり」「みんなで支え合う地域づくり」「生活

課題の解決に向けた包括的な仕組みづくり」の３つとし、基本目標ごとに２つの施策を掲げ、その施策ごと

に重点的な取組み項目を定め、地域福祉を推進した。今後は「大牟田市健康福祉総合計画」の中で、地域福

祉の推進に努めていく。

② 大牟田市地域福祉大会

大牟田市地域福祉大会は、日頃から地域福祉活動に尽力している功労者を称えることや、地域福祉の実践

者が共に学び合う場とすること、さらには参加した住民が広く「支え合い」の意識を持つ機会にすることを

目的として、それまで市社会福祉協議会が行っていた「ふれあい福祉まつり」を発展させる形で、平成２１

年度から開催されているものである。（平成２２年度からは、市と市社会福祉協議会の共催形式で実施。）

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策のため、開催中止となった。

（２）災害時要配慮者支援制度

＜目的・事業内容＞

災害発生時に、要配慮者への情報伝達や安否確認を速やかに行うための支援体制構築に向け、「災害時要配慮

者名簿」を整備している。また、地域や関係機関で名簿情報を共有し、日頃から要配慮者の状況把握に努める

ことで、災害時の要配慮者に係る人的被害の軽減を図る。

「災害時要配慮者名簿」は、これまで活用していた「避難行動要支援者名簿」と「災害時等要援護者名簿（ご

近所支え合いネット）」を平成２９年９月１日に一本化して整備を進めている。また、校区まちづくり協議会な

どと名簿提供に関する協定を結び、まち全体での支援体制構築も進めている。

＜実 績＞

（３）多機関の協働による包括的支援体制構築事業

＜目的・事業内容＞

福祉ニーズの多様化、複雑化を踏まえ、単独の相談機関では十分に対応できない、いわゆる｢制度の狭間｣

の課題、及び世帯の中に課題を抱える対象者が複数いるような場合に、その課題の一体的な解決を図る観点

から、相談支援包括化推進員を配置することで、複合的な課題を抱える者等に対する包括的な相談支援体制

及び支援システムを構築するとともに、高齢者ボランティア等と協働し、地域に必要とされる社会資源の創

出を行う。

＜実 績＞

個別ケースの相談件数 : １１４件
開発した社会資源数 : 無し（新型コロナウイルス感染症の流行により資源開発のための活動が難しかった
ため、これまで開発した資源（就労支援ネットワーク等）の支援等の継続に注力した。）

（４）地域力強化推進事業

根拠法令等 災害対策基本法第４９条の１０～第４９条の１３ 負担割合 市10/10

要配慮者数 要支援者数 協定を締結した校区数

令和２年度末 1,285 1,150 5

根拠法令等 社会福祉法第１０６条の３ 負担割合 国 3/4 市1/4

根拠法令等 社会福祉法第１０６条の３ 負担割合 国 3/4 市1/4
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＜目的・事業内容＞

平成３０年８月より住民に身近な圏域において、地域住民が主体的に地域生活課題を把握し解決を 試み

ることができる体制づくりを支援することを目的とし、地域力強化推進事業を実施している。

「住民に身近な圏域」を小学校校区とし、市内６ヶ所の地域包括支援センターに「地域共創サポーター」

を配置し、相談を通して地域生活課題を把握するとともに、ネットワークを構築することを通して、本人本

位の暮らしを実現する地域の支え合いの基盤をつくっていく。

＜実 績＞

令和２年度相談件数 : ３，５１７件

（５）生活困窮者自立相談支援事業

※特定非常災害の指定を受けた場合、発災年度を含めた3年間は１０/１０、４年目から５年目は３/４、６年目以降

は１/２を国が負担するもの。

＜目的・事業内容＞

① 自立相談支援事業

生活困窮者からの相談に応じ、必要な情報の提供・助言を行うとともに、支援計画の作成、就労訓練事

業の利用あっせん等の支援を一体的に行う。

② 住居確保給付金の支給

離職等により住宅を失った者又はそのおそれの高い生活困窮者に対し、安定的に就職活動を行うことが

できるよう、有期で家賃相当額を支給する。

③ 就労準備支援事業

直ちに一般就労が困難な生活困窮者に対し就労に向けた動機付けや基礎能力の形成からの支援を行う。

④ 一時生活支援事業

住居を持たない生活困窮者に対して、個々の状況に応じて生活困窮者自立相談支援事業と連携しながら

自立に向けた準備を行う間、一時的に居住場所等を確保する。

⑤ 学習支援事業

生活困窮世帯（生活保護受給世帯を含む。）の子どもに対して、学習の援助等の支援を行う。

根拠法令等

①生活困窮者自立支援法第５条 負担割合 国 3/4 市1/4

②生活困窮者自立支援法第６条 負担割合 国 3/4 市1/4

③生活困窮者自立支援法第７条 負担割合 国 2/3 市1/3

④生活困窮者自立支援法第７条 負担割合 国 2/3 市1/3

⑤生活困窮者自立支援法第７条 負担割合 国 1/2 市1/2

⑥生活困窮者自立支援法第７条 負担割合 国 2/3 市1/3

⑦生活困窮者自立支援法第７条 負担割合 国 10/10
⑧生活困窮者自立相談支援事業費等負担金及び生

活困窮者就労準備支援事業費等補助金国庫負担（補

助）交付要綱、生活困窮者自立支援法第７条

負担割合 国 10/10 （※）
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⑥ 家計相談事業

相談者とともに家計の状況を明らかにして生活の再生に向けた意欲を引き出す。

⑦ アウトリーチ支援強化事業

アウトリーチ支援員による訪問活動や研修会等を通して、主に引きこもりの人やその家族への支援強化

を図る。

⑧ 被災者見守り・相談支援事業

令和２年７月豪雨災害における被災者に対し、生活支援相談員による見守り・巡回訪問等を通じて、支

援ニーズの把握・掘り起しを行い、個別の状態や支援ニーズに応じて各種支援機関や専門職等と連携し、

被災者の生活再建を総合的に支援することを目的とし、令和２年１１月に大牟田市地域支え合いセンター

を設置し、その運営を大牟田市社会福祉協議会へ委託している。

＜実 績＞

※1：延長、再延長、再々延長含む

２ 社会福祉協議会

（１）社会福祉協議会への支援

＜目的・事業内容＞

社会福祉法において「地域福祉の推進を図ることを目的とする団体」として規定されている大牟田市社会

福祉協議会の円滑な運営に資するため、同会が行う地域福祉事業等に係る費用の一部を助成するとともに、

校区社会福祉協議会の活動支援に連携して取り組むなど、地域福祉の推進を図る。

＜実 績＞

（２）生活支援体制整備事業

年度

事業名
H30 R1 R2

自立相談支援相談件数 322 376 1,261
住居確保給付金支給件数 2 4 （※1）139
就労準備支援相談者数 27 40 44
学習支援受講者数 61 54 54
一時生活支援事業 - - 19

家計再生プラン作成件数 44 52 75
アウトリーチによる個別ケース対応

件数
- - 5

地域支え合いセンター戸別訪問件数 - - 2,345

根拠法令等
大牟田市社会福祉法人の助成手続きに関する条例

大牟田市社会福祉協議会事業費補助金交付要綱
負担割合 市10/10

項目 金額（円）

社会福祉協議会運営費補助 25,640,000
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＜目的・事業内容＞

大牟田市社会福祉協議会が中心となって、生活支援サービスを担う事業主体と連携しながら、多様な日常

生活上の支援体制の充実・強化及び社会参加の推進を一体的に図る。

＜実 績＞

３ 民生委員・児童委員

（１）民生委員・児童委員の活動

＜目的・事業内容＞

民生委員・児童委員は、社会奉仕の精神を持ち、常に住民の立場に立って相談に応じ、必要な援助を行い、

社会福祉の増進に努めている。

それぞれの担当区域において、必要に応じて生活状態を適切に把握し、援助を必要とする者がその有する

能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう相談や助言、福祉サービスについての情報提供などの

援助を行うこと、関係行政機関の業務に対する協力、社会福祉事業や活動への支援、住民福祉の増進を図る

活動等を行っている。

民生委員は、大牟田市民生委員推薦会が推薦した者を、福岡県知事が社会福祉審議会の意見を聴き推薦し、

厚生労働大臣が委嘱する。民生委員は、児童福祉法第１６条第２項の規定に基づいて児童委員を兼務してい

る。

また、民生委員・児童委員の適格要件に該当する者で、児童福祉に関する理解と熱意を有するなどの要件

を満たす者の中から、主任児童委員が指名される。主任児童委員は、担当区域を持たず、児童相談所・学校

等の児童福祉関係機関との連絡を密にするとともに、区域を担当する民生委員・児童委員と一体となった活

動を展開している。

民生委員・児童委員の任期 令和元年１２月１日～令和４年１１月３０日（３年間）

民生委員・児童委員の定数 ２９５人〔＜内＞ 主任児童委員 ３８人〕

市では、民生委員・児童委員の連絡・調整を図り、人格・識見の向上とその職務を行う上で必要な知識及

び技術を習得することを目的に組織されている大牟田市民生委員・児童委員協議会の活動を全般的に支援し、

民生委員・児童委員活動の充実を図っている。

＜実 績＞

民生委員・児童委員の活動状況

根拠法令等

大牟田市社会福祉法人の助成手続きに関する条例

大牟田市社会福祉協議会生活支援体制整備事業費

補助金交付要綱

負担割合

国 39/100 県19.5/100

市19.5/100
保険料 22/100

項目 金額（円）

大牟田市社会福祉協議会生活支援体制整備事業費補助 22,522,000

根拠法令等
民生委員法、民生委員法施行令

児童福祉法第１６条～第１８条の３
負担割合 市1/2 県1/2程度

区 分
民生委員・

児童委員

主任児童委

員(再掲）

内容別相談・支援件数

在宅福祉 348 9
介護保険 306 0
健康・保健医療 476 1
子育て・母子保健 188 41
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（２）民生委員推薦会

＜目的・事業内容＞

民生委員推薦会の委員は、民生委員法第８条に基づき、本市の実情に通じるもののうちから市長が委嘱す

る。

民生委員推薦会は、市議会議員の選挙権を有する者のうち、人格識見高く、広く社会の実情に通じ、且つ、

社会福祉の増進に熱意のある者であって、児童委員としても適当である者について民生委員として推薦する。

なお、推薦を円滑にするため、校区ごとに民生委員推薦準備会を設置し、地域から選出した適任者を推薦

会へ推薦している。

民生委員推薦会委員の人数 １２人

民生委員推薦会委員の任期 令和元年１０月１１日～令和４年１０月１０日（３年間）

＜実 績＞

４ 社会福祉法人

子どもの地域生活 779 82
子どもの教育・学校生活 536 189
生活費 355 0
年金・保険 118 0
仕事 137 0
家族関係 299 1
住居 432 2
生活環境 1,100 2
日常的な支援 3,559 52
その他 3,387 16

計 12,020 395

分野別相談・支援件数

高齢者に関すること 6,813 61
障害者に関すること 824 8
子どもに関すること 1,663 319
その他 2,720 7

計 12,020 395

その他の活動件数

調査・実態把握 5,644 90
行事・事業・会議への参加・協力 6,210 462
地域福祉活動・自主活動 23,567 2,397
民児協運営・研修 9,284 1,361
証明事務 495 15
要保護児童の発見の通告・仲介 46 4

訪問回数
訪問・連絡活動 56,529 621
その他 30,755 338

連絡調整回数
委員相互 42,473 8,957
その他の関係機関 14,775 777

活 動 日 数 50,748 6,166

根拠法令等 民生委員法、民生委員法施行令 負担割合 市10/10

審議対象者 会議回数 候補者推薦数（うち、主任児童委員） 退任者数

任期中の民生委員 ５ １２（５） １２
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（１）社会福祉法人

＜目的・事業内容＞

社会福祉法人のうち、主たる事務所が本市の区域内にあり、その行う事業が本市の区域を越えない社会福

祉法人は、大牟田市が所轄庁となり、当該要件を満たす法人の設立や定款変更等は、本市の認可を要する。

また、当該法人の指導監査についても、本市が実施する。

社会福祉法人は極めて公共性の高い組織であり、健全かつ公正な運営が強く求められるとともに、社会福

祉を推進する中核的な組織として、多様な福祉ニーズを充足する役割が期待されている｡そのため、本市にお

ける指導監査の方針は、法人の運営管理や公的資金の取扱い等が法令等を遵守しているか、並びに社会福祉

法人としての責務を全うしているかについて、実地において確認する。

＜実 績＞

令和２年度指導監査実施状況

指導結果

５ 大牟田市福祉振興基金

（１）大牟田市福祉振興基金

＜目的・事業内容＞

本格的な高齢化社会の到来に備え、地域における福祉活動の促進、安全で住みよい生活環境の形成等の事

業を推進し、もって福祉の向上充実に資するため、平成２年３月９日に設置された。

＜実 績＞

運営状況 （単位：千円）

根拠法令等 社会福祉法 負担割合 －

大牟田市が

所管する法人数
２４法人

令和２年度

指導監査実施法人数
４法人

指導区分 文書指摘 口頭指摘 助言

全件数 ６件 ２４件 ４件

上記指導事項

に係る法人数 ３法人 ４法人 ３法人

根拠法令等 大牟田市福祉振興基金条例 負担割合 －

令和元年度末現在高
令和２年度中増減額

令和２年度末現在高
積 立 金 取り崩し額

288,285 300 0 288,585


